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令和２年度事業計画書



Ⅰ 

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
基
本
理
念

 

会
員
Ｊ
Ａ
と
の
一
体
的
な
事
業
運
営
に

よ
り
、
生
産
販
売
か
ら
購
買
ま
で
一
貫
す

る
総
合
経
済
事
業
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
組
合

員
の
営
農
と
生
活
の
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

Ⅱ　

基
本
方
針

１�　

国
内
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農

畜
産
物
の
輸
入
増
加
、
需
要
の
減
少
に

加
え
、
気
象
災
害
等
に
よ
る
生
産
状
況

へ
の
影
響
が
生
じ
て
お
り
、
農
業
所
得

の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
業
経
営
体
の
推
移
は
、
家
族
的

経
営
体
が
減
少
す
る
一
方
、
法
人
等
の

組
織
経
営
体
が
耕
地
面
積
を
拡
大
し
な

が
ら
増
加
し
、
大
規
模
経
営
体
と
小
規

模
経
営
体
の
二
極
化
が
一
層
鮮
明
に

な
っ
て
い
ま
す
。

２�　

政
府
は
、
我
が
国
の
農
林
水
産
政
策

の
指
針
で
あ
る
「
農
林
水
産
業
・
地
域

の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
農

林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
と
将
来
に
わ

た
る
農
山
村
の
継
承
を
す
す
め
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
農
畜
産
物
貿
易
交
渉
に

つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
な
ら
び
に
日
欧

Ｅ
Ｐ
Ａ
と
相
次
ぐ
大
型
協
定
が
発
効
し
、

さ
ら
に
は
日
米
貿
易
協
定
へ
の
署
名
な

ど
、
か
つ
て
な
い
自
由
貿
易
時
代
を
迎

え
て
い
ま
す
。

３�　

農
協
改
革
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き

准
組
合
員
制
度
の
あ
り
方
等
が
議
論
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て

予
断
を
許
さ
な
い
情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
野
県
Ｊ
Ａ
の
正
組
合
員
数
は

長
期
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
准

組
合
員
は
増
加
傾
向
で
あ
り
、
今
後
ま

す
ま
す
多
様
化
す
る
組
合
員
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
を
す
す
め
、
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
を
進

展
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４�　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
、
長
野
県

本
部
は
基
本
理
念
に
基
づ
き
、「
Ｊ
Ａ

長
野
県
長
期
構
想
・
３
カ
年
計
画
」
と

の
連
動
を
は
か
り
、
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の

収
支
改
善
に
積
極
的
に
関
与
し
、
農
協

改
革
の
取
り
組
み
を
加
速
化
さ
せ
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ａ
・
県
域
お
よ
び
子
会
社

の
統
一
し
た
戦
略
の
も
と
、
効
率
的
一

体
的
事
業
運
営
体
制
に
よ
り
農
業
所
得

の
増
大
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

�　

更
に
、
県
本
部
総
合
経
営
管
理
制
の

堅
持
に
よ
り
、
部
門
別
事
業
競
争
力
強

化
と
経
営
基
盤
の
確
立
を
は
か
り
、
県

域
結
集
の
拡
大
と
結
集
成
果
を
反
映
し

た
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
へ
の
メ
リ
ッ
ト
還
元

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
事
業
運
営
の
基
本
目
標
】

１
．�

積
極
的
な
生
産
振
興
に
基
づ
く
農
業

生
産
基
盤
の
維
持
強
化

２
．�

販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る

農
家
組
合
員
の
手
取
り
最
大
化

３
．�

経
済
事
業
拠
点
の
合
理
的
・
効
率
的

な
運
営
整
備

【
経
営
管
理
の
基
本
】

　

経
営
管
理
体
制
の
高
度
化
と
県
本
部
総

合
経
営
管
理
制
の
堅
持

Ⅲ　

経
営
方
針

１
．
総
供
給
販
売
高
計
画

�

２
，
７
６
９
億
円

　

生
産
振
興
部

�

２
億
２
，
０
０
０
万
円

　

生
産
販
売
部

�

１
，
５
９
１
億
８
，
０
０
０
万
円

　

生
産
購
買
部�

３
６
４
億
円

　

畜
産
酪
農
部�

３
２
２
億
円

　

生
活
部�

４
８
９
億
円

※�

総
供
給
販
売
高
に
は
内
部
販
売
を
含
み

ま
す
。

２
．
税
引
前
当
期
利
益

　

３
億
２
千
万
円
（
税
引
後　

１
億
９
千

万
円
）
と
し
ま
す
。

３
．
奨
励
施
策

　

施
策
の
選
択
と
集
中
を
は
か
り
、
事
業

基
盤
の
確
立
と
担
い
手
総
合
支
援
対
策
に

資
す
る
重
点
的
・
効
率
的
な
事
業
奨
励
と

し
ま
す
。

４
．
事
業
管
理
費

　

業
務
の
効
率
化
に
よ
り
事
業
管
理
費
の

圧
縮
に
努
め
ま
す
。

５
．
機
構
･
要
員

　
Ｊ
Ａ
・
子
会
社
と
の
一
体
的
な
事
業
運

営
に
よ
る
農
業
生
産
基
盤
強
化
・
販
売
営

業
力
強
化
・
購
買
競
争
力
強
化
等
の
確
実

な
実
践
を
す
す
め
る
た
め
、
事
業
横
断
的

な
総
合
対
応
力
が
発
揮
で
き
る
効
率
的
・

機
能
的
な
機
構
・
要
員
配
置
と
し
ま
す
。

６
．
施
設
投
資
・
シ
ス
テ
ム
開
発
・
外
部
出
資

　

財
務
の
健
全
性
を
基
本
に
置
き
、
事
業

の
将
来
展
望
・
戦
略
性
お
よ
び
必
要
性
・

費
用
対
効
果
・
緊
急
性
を
十
分
検
討
し
、

投
資
回
収
基
準
（
３
年
単
黒
・
５
年
累
損

解
消
・
10
年
投
資
回
収
）
に
沿
っ
て
す
す

め
ま
す
。

令
和
２
年
度
事
業
計
画
書

令
和
２
年 

４
月
１
日
か
ら

令
和
３
年 

３
月
31
日
ま
で

～中期事業計画基本目標の展開方向～

〇�マーケット・生産技術・資材情報の共有
促進による営農指導事業の支援
〇�災害に強い施設化推進のためのモデル実
証圃場の取り組み拡大
〇�スマート農業の普及を目指した最先端農
業機械等による生産技術デモ実演の展開
〇�生産拡大に向けた低価格苗木の安定生産
の取り組み強化

生産基盤の強化

〇�段ボール・肥料の近似規格の集約と原紙・
原料の集約によるコスト低減
〇�肥料・農薬の県域拠点からの大規模農家
への直送方式の拡大
〇�農薬の大型規格の普及拡大による担い手
支援
〇�低価格モデル農機の取扱強化ならびに中
古農機の流通拡充の取り組み強化

生産コストの低減

〇�地域間連携輸送等による効率的な輸送体
系の構築によるコスト抑制
〇�米の物流効率化に向けた紙袋パレット輸
送の拡大
〇�青果物のパレット輸送に対応した段ボー
ル規格等の集約

物流体制の整備

〇�ＪＡと連携したバラ集荷ならびに買取集
荷による販売力強化
〇�実需者ニーズに基づく青果物の付加価値
販売の強化
〇�畜産における量販店と連携した固定価格
販売の拡大
〇�ＪＡと連携した販売システムの構築によ
る業務の効率化

販売力・営業力の強化

〇�店舗商圏分析に基づくＪＡ資材店舗の再編
提案と県域による補完機能強化による収支
改善
〇�ＪＡ農機センター再編による収支改善と県
域整備センターによる事業支援
〇�生産資材システム 2011 とのデータ連携に
よるＪＡ業務の効率化ならびにデータ連携
取引先の拡大

経済事業の収支改善

〇�組合員向け低圧電力供給体制の整備によ
る「ＪＡでんき」の推進強化
〇ＬＰガスの事業体制整備による営業力強化
〇�宅配事業におけるＪＡ配送体制の見直し
ならびに県域配送先拠点の再編等による
収支改善

ライフラインの充実
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Ⅳ　

事
業
方
針

１
．
農
業
振
興
事
業

⑴�

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ

ト
に
基
づ
く
農
業
振
興
を
す
す
め
、
Ｊ

Ａ
の
営
農
指
導
と
連
携
し
た
多
収
性
と

労
働
力
生
産
性
向
上
が
望
め
る
技
術
提

案
に
よ
り
生
産
規
模
の
維
持
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

⑵�

農
業
振
興
に
連
動
し
た
生
産
安
定
と
収

量
増
を
目
指
し
た
施
設
化
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
果
樹
の
施
設

や
野
菜
の
養
液
栽
培
な
ど
普
及
技
術
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

⑶�

労
働
力
不
足
や
高
齢
化
に
対
応
し
た
農

作
業
等
の
機
械
化
を
す
す
め
る
た
め
、

レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
事
業
の
活
用
等
を

提
案
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業

の
推
進
を
す
す
め
る
た
め
情
報
収
集
お

よ
び
活
用
に
向
け
た
圃
場
実
証
を
始
め

ま
す
。

⑷�

農
業
振
興
を
展
開
す
る
た
め
、
産
地
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
優
良
種
苗
の
安
定
生

産
に
向
け
た
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

⑸�

Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
の
準
拠
を
す
す
め
、
安
全

安
心
シ
ス
テ
ム
の
普
及
拡
大
等
に
よ
り

安
全
安
心
な
信
州
農
産
物
の
安
定
生
産・

供
給
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
生
産
販
売
事
業

⑴�

主
力
品
目
の
需
要
に
見
合
っ
た
計
画
生

産
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
実
需
者
・

市
場
か
ら
の
情
報
に
基
づ
く
生
産
販
売

企
画
の
提
案
に
よ
り
、
産
地
振
興
と
集

荷
力
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

⑵�

県
本
部
と
し
て
の
営
業
力
を
さ
ら
に
強

化
し
、
具
体
的
な
実
需
者
に
対
す
る
総

合
品
目
で
の
取
引
拡
大
を
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
本
会
と
し
て
の
拠
点
市
場
を
設

定
し
機
能
の
高
い
卸
売
会
社
と
の
連
携

強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
価
格
向
上
に

努
め
ま
す
。

⑶�
消
費
者
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
付

加
価
値
商
品
の
開
発
を
す
す
め
、
販
売

力
の
強
化
と
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。
県
本
部
主
体
に
よ
る
集
荷
・

加
工
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
機
能
の
拡
充
を

は
か
り
ま
す
。

⑷�

広
域
的
な
視
点
か
ら
の
集
出
荷
体
制
の

推
進
を
は
か
る
と
と
も
に
、
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
な
ど
新
た
な
輸
送
手
段
の
導
入

や
、
パ
レ
ッ
ト
輸
送
、
地
域
間
連
携
輸

送
な
ど
効
率
的
な
輸
送
体
系
の
構
築
に

よ
り
物
流
の
安
定
化
と
コ
ス
ト
抑
制
を

は
か
り
ま
す
。

⑸�

長
野
米
の
需
要
に
基
づ
く
計
画
的
な
生

産
と
系
統
結
集
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、

商
品
力
と
営
業
力
の
向
上
に
よ
る
農
家

所
得
の
増
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
．
生
産
購
買
事
業

⑴�

包
装
資
材
事
業
は
、
材
質
・
規
格
の
見

直
し
に
よ
る
集
約
化
お
よ
び
製
造
・
納

品
の
効
率
化
を
す
す
め
、
段
ボ
ー
ル
価

格
抑
制
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
販

売
部
署
と
連
携
し
、
青
果
物
パ
レ
ッ
ト

輸
送
に
向
け
て
出
荷
資
材
の
統
一
規
格

設
定
を
す
す
め
ま
す
。

⑵�

肥
料
農
薬
事
業
は
、
Ｂ
Ｂ
肥
料
の
原
料

集
約
・
見
直
し
、
農
薬
大
型
規
格
の
拡

充
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
と
予
約
率
向
上

対
策
に
よ
る
需
要
結
集
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
経
営
体
へ
の
直
行
配
送

方
式
の
拡
大
や
土
壌
診
断
に
基
づ
く

「
わ
た
し
の
肥
料
」
の
提
案
推
進
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶�

Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
・
物
流
拠
点
の
再
編
・

整
備
で
は
、
店
舗
商
圏
分
析
に
基
づ
く

提
案
や
県
域
に
よ
る
補
完
機
能
強
化
に

取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
収
支
改
善
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
発
注
・
仕

入
業
務
効
率
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
の

普
及
拡
大
を
す
す
め
ま
す
。

⑷�

農
業
機
械
事
業
は
、
低
価
格
モ
デ
ル
農

機
の
共
同
購
入
、
県
内
需
要
に
見
合
っ

た
県
域
推
奨
型
式
の
機
種
拡
大
、
中
古

機
流
通
拡
充
に
向
け
た
玉
確
保
強
化
お

よ
び
生
産
振
興
に
資
す
る
レ
ン
タ
ル
事

業
の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

整
備
事
業
体
制
（
Ｊ
Ａ
・
県
域
）
の
構

想
策
定
を
す
す
め
、
Ｊ
Ａ
農
機
事
業
の

収
支
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

⑸�

施
設
住
宅
事
業
は
、
施
主
代
行
を
基
本

と
し
て
一
級
建
築
士
事
務
所
に
よ
る
専

門
性
を
発
揮
し
た
設
計
・
工
事
監
理
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
機
能
向
上
に
よ
る
農
業
施
設
の
高

度
化
・
再
編
へ
の
対
応
な
ら
び
に
組
合

員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
住
環
境
改
善
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

４
．
畜
産
酪
農
事
業

⑴�

生
産
基
盤
を
維
持
し
販
売
数
量
を
確
保

す
る
た
め
に
、
空
き
畜
舎
の
活
用
に
よ

る
生
産
補
完
体
制
の
取
り
組
み
を
す
す

め
る
と
と
も
に
素
畜
・
初
妊
牛
供
給
体

制
の
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

⑵�

信
州
産
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

よ
る
販
売
強
化
や
、
信
州
産
生
乳
の
一

元
集
荷
多
元
販
売
に
よ
る
有
利
販
売
と
、

生
産
性
向
上
に
よ
り
農
家
所
得
の
増
加

を
目
指
し
ま
す
。

⑶�

県
本
部
生
産
農
場
は
、
和
子
牛
や
乳
用

初
妊
牛
の
県
内
供
給
、
肥
育
素
子
豚
の

安
定
生
産
、
預
託
牛
事
業
な
ど
を
通
じ

て
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
県
内

生
産
基
盤
の
維
持
拡
大
に
貢
献
し
ま
す
。

⑷�

営
農
指
導
体
制
強
化
な
ら
び
に
生
産
基

盤
対
策
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
一
体

化
し
た
事
業
展
開
を
す
す
め
ま
す
。
地

域
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の

機
能
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

５
．
生
活
事
業

⑴�

燃
料
事
業
は
次
期
事
業
体
制
の
検
討
を

す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
石
油
事
業
は
、

数
量
を
背
景
と
し
た
仕
入
強
化
と
農
業

用
燃
料
支
援
対
策
の
実
施
と
と
も
に
、

灯
油
戸
配
送
の
効
率
化
と
顧
客
推
進
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業

は
、
単
位
消
費
量
増
加
の
た
め
の
営
業

体
制
の
強
化
と
保
安
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員
向
け
電
力
供

給
の
拡
大
を
す
す
め
、
灯
油
・
ガ
ス
も

合
わ
せ
た
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

の
事
業
構
築
を
す
す
め
ま
す
。

⑵�

Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
事
業
は
、
燃
料
油
お
よ

び
カ
ー
メ
ン
テ
収
益
の
確
保
お
よ
び
Ｊ

Ａ
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、
収
支
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
基
本
接

客
、
５
Ｓ
活
動
を
生
か
し
た
店
舗
作
り

と
計
画
的
な
研
修
に
よ
る
人
材
育
成
を

す
す
め
ま
す
。

⑶�

自
動
車
事
業
は
、
営
農
車
２
銘
柄
扱
い

の
検
討
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
次
世

代
技
術
の
実
用
化
に
対
応
で
き
る
販

売
・
整
備
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

⑷�

宅
配
事
業
は
、
お
ま
か
せ
会
員
戸
数
の

維
持
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
推
進
と
業

務
効
率
化
を
す
す
め
収
支
改
善
を
は
か

り
ま
す
。
ま
た
新
た
な
顧
客
層
開
拓
に

む
け
た
ｅ
コ
マ
ー
ス
（
電
子
商
取
引
）

活
用
に
よ
る
事
業
方
式
構
築
を
す
す
め

る
と
と
も
に
事
業
の
将
来
的
方
向
性
の

検
討
を
す
す
め
ま
す
。
家
庭
薬
事
業
は
、

組
合
員
の
健
康
増
進
に
係
る
事
業
と
し

て
普
及
推
進
体
制
の
強
化
と
新
た
な
事

業
体
制
に
む
け
た
協
議
を
す
す
め
ま
す
。

⑸�

セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
は
、「
Ｊ
Ａ
総
合
事

業
」と「
Ｊ
Ａ
虹
の
ホ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
」

が
連
携
す
る
葬
儀
相
談
体
制
お
よ
び
Ｐ

Ｒ
強
化
と
、
次
世
代
の
組
合
員
・
利
用

者
の
利
用
に
つ
な
が
る
統
一
活
動
を
す

す
め
ま
す
。

６
．
経
営
管
理

⑴�

県
域
結
集
お
よ
び
事
業
競
争
力
の
強
化

に
よ
る
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
へ
の
メ
リ
ッ
ト

還
元
を
基
本
と
す
る
県
本
部
総
合
経
営

管
理
を
堅
持
し
ま
す
。

⑵�

事
業
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
県
本
部

機
能
に
見
合
う
部
門
別
収
支
の
検
証
と

見
直
し
に
よ
り
、
事
業
管
理
費
の
精
査

お
よ
び
管
理
コ
ス
ト
の
節
減
に
努
め
、

経
営
の
安
定
化
を
す
す
め
ま
す
。

⑶�

業
務
に
係
る
法
令
研
修
や
相
談
機
能
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
斉
事
業
点

検
検
証
や
業
務
点
検
を
通
じ
て
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
態
勢
強
化
と
重
点
管

理
す
べ
き
リ
ス
ク
（
法
令
違
反
、
労
務

管
理
、労
働
災
害
、個
人
情
報
管
理
等
）

の
未
然
防
止
を
推
進
し
ま
す
。

⑷�

県
本
部
総
合
経
営
管
理
制
を
担
う
業
務

体
制
を
効
率
化
す
る
と
と
も
に
、
職
員

の
能
力
開
発
・
人
材
育
成
を
は
か
り
、

Ｊ
Ａ
・
子
会
社
と
の
一
体
的
事
業
遂
行

お
よ
び
自
己
改
革
の
実
践
の
た
め
の
多

様
な
雇
用
形
態
に
よ
る
要
員
体
制
を
確

立
し
ま
す
。
併
せ
て
、
働
き
方
の
見
直

し
を
行
い
、
適
切
な
労
務
管
理
を
実
践

し
ま
す
。

⑸�

Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
行
政
機

関
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
効
果
的
な

広
報
活
動
と
、
地
域
に
貢
献
す
る
組
織

広
報
を
す
す
め
ま
す
。
県
内
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
等
の
活
用
に
よ
り
県
産
農

畜
産
物
の
宣
伝
･
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

⑹�

子
会
社
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
整

備
お
よ
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の

推
進
に
よ
る
健
全
経
営
管
理
を
は
か
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
補
完
機

能
強
化
を
す
す
め
ま
す
。
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「
長
野
県
Ｊ
Ａ
葬
祭
虹
の
ホ
ー
ル
グ
ル
ー

プ
」（
事
務
局
／
長
野
県
農
協
生
活
事
業
推

進
協
議
会
葬
祭
研
究
会
）
で
は
、
統
一
Ｐ
Ｒ

活
動
の
一
環
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広

告
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
強
化
し
た
取
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
現
代
の
Ｐ
Ｒ
方
法

と
し
て
、
新
聞
広
告
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
を
平
成
29

年
度
に
試
行
運
用
、
平
成
30
年
度
に
は
本
格

運
用
を
開
始
し
、
今
年
度
は
２
年
目
の
取
組

み
と
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
お
け
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
検
索
エ

ン
ジ
ン
を
活
用
し
た
広
告
で
、
虹
の
ホ
ー
ル

グ
ル
ー
プ
で
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
検
索
結

果
に
表
示
す
る
リ※

ス
テ
ィ
ン
グ
広
告
と
い
う

手
法
を
用
い
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
広
告
内
容
は
「
画
像
広
告
」
や
、
検
索
時

画
面
に
表
示
さ
れ
る
「
文
字
広
告
」�

と
な
り

ま
す
。「
画
像
広
告
」
は
Y
a
h
o
o
！
の

ト
ッ
プ
画
面
右
上
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ

く
と
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※ 

リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告
／
検
索
連
動
型
広
告
。
指
定
し
た
キ
ー

ワ
ー
ド
で
検
索
し
た
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
広
告
配
信
す
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
を
実
施
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
、
幅
広
い
Ｐ
Ｒ
方
法
以
外
に
も
広

告
実
績
の
分
析
が
で
き
る
点
が
あ
り
あ
ま
す
。

昨
年
度（
２
０
１
８
・
06
～
２
０
１
９
・

02
）
の
Ｗ
ｅ
ｂ
上
へ
の
広
告
表
示
は
合
計
４
，

４
７
２
，
０
２
５
回
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
度（
２
０
１
９・06
～
２
０
１
９・12
現
在
）

は
取
組
み
強
化
も
あ
り
合
計
７
，
２
２
７
，

１
３
７
回
と
１・６
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
長
野
県
Ｊ
Ａ
葬
祭
虹
の
ホ
ー
ル

グ
ル
ー
プ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
地
域
別
の

ア
ク
セ
ス
数
は
、
長
野
県
45
・
５
％
、
東
京

都
21
・
９
％
、
大
阪
府
８・
５
％
、
神
奈
川

県
５・１
％
、
愛
知
県
４・２
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
は
、
県
外
在

住
者
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
機
能
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
端
末
別
ア
ク
セ
ス
」

「
世
代
別
ア
ク
セ
ス
」「
Ｗ
ｅ
ｂ
上
か
ら
の
電

話
連
絡
」
な
ど
の
分
析
が
で
き
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
広
告
と
連
動
し
た
取
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
近
年
の
小
規
模
葬
の
拡
大
、
ネ
ッ
ト
系
葬

儀
の
台
頭
な
ど
多
様
化
す
る
葬
儀
業
界
に
お

い
て
、
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
も
対

応
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
を
配
信
す

る
こ
と
で
、
Ｊ
Ａ
葬
祭
の
認
知
度
の
向
上
や

選
択
肢
と
な
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
顧
客
満
足
度
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

【
令
和
元
年
度
事
業
概
要
】

　

令
和
元
年
度
事
業
は
、
供
給
高
計
画

１
６
０
億
円
を
目
標
に
、
果
実
、
野
菜
、
き

の
こ
、
花
き
の
各
品
目
で
事
業
推
進
し
て
参

り
ま
し
た
。

　
取
引
先
や
実
需
者（
生
協
・
量
販
店
・
業

務
加
工
需
要
者
等
）
と
連
携
し
、
既
存
取
引

品
目
の
売
場
確
保
と
拡
大
、
品
目
横
断
的
な

営
業
推
進
に
よ
る
、
新
規
品
目
の
提
案
を
進

め
ま
し
た
。
ま
た
、
他
部
署
と
も
協
力
し
、

新
規
顧
客
の
獲
得
と
供
給
ル
ー
ト
の
開
拓
に

努
め
ま
し
た
。

　
果
実
は
既
存
企
画
の
継
続
と
新
規
品
目
の

提
案
に
努
め
ま
し
た
が
、
天
候
不
順
に
よ
る

集
荷
数
量
の
減
少
、
販
売
価
格
の
値
上
げ
に

よ
る
受
注
数
量
の
落
ち
込
み
、
台
風
19
号
に

よ
る
被
災
の
影
響
も
あ
り
、
非
常
に
厳
し
い

年
と
な
り
ま
し
た
。

　
野
菜
は
相
場
安
の
影
響
に
よ
る
単
価
安
は

あ
り
ま
し
た
が
、
重
点
実
需
者
中
心
に
契
約

取
引
に
よ
る
安
定
供
給
、
責
任
供
給
に
努
め
、

あ
わ
せ
て
新
規
実
需
者
・
量
販
店
へ
の
推
進

に
よ
り
前
年
並
み
の
取
扱
高
は
確
保
で
き
る

見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
き
の
こ
は
企
画
提
案
の
徹
底
と
新
規
取
引

先
の
開
拓
を
す
す
め
、
年
間
を
通
じ
て
売
場

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
営
業
展
開
に
努
め
ま
し

た
。
一
方
、
大
口
量
販
店
の
ア
イ
テ
ム
整
理

の
影
響
や
産
地
価
格
の
上
昇
な
ど
、
販
売
推

進
の
難
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
花
き
は
既
存
品
目
の
取
引
拡
大
や
新
規
品

目
の
提
案
、
新
規
取
引
先
の
獲
得
に
よ
り
販

売
実
績
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

【
令
和
元
年
度
重
点
取
組
事
項
】

１
． 

生
産
者
手
取
り
の
最
大
化
に
向
け
た
販

売
力
の
強
化

　
総
合
品
目
供
給
産
地
と
し
て
の
強
み
を
生

か
し
た
営
業
展
開
を
基
本
に
、
既
存
の
重
点

実
需
者
・
帳
合
先
と
の
関
係
を
強
化
し
、
積

極
的
な
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
品

目
固
有
の
宣
伝
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
信

州
フ
ェ
ア
や
ト
ラ
ッ
ク
セ
ー
ル
な
ど
集
客
力

あ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
、
品
目
横
断

的
な
販
促
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
既
存
の
流
通
ル
ー
ト
に
拘
ら
な
い

新
規
顧
客
の
開
拓
・
品
目
拡
大
を
積
極
的
に

行
い
、
新
規
取
引
先
９
件
、
品
目
拡
大
・
供

給
エ
リ
ア
拡
大
５
件
、
市
場
流
通
か
ら
の
切

替
え
８
件
の
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

２
． 

商
品
開
発
力
・
提
案
力
強
化
に
よ
る
販

売
拡
大

　

委
託
取
引
先
と
の
連
携
に
よ
り
、
新
規

パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
の
開
発
・
提
案
を
行
い
取

引
量
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
品
目
課
と
協
力
し
、
新
規
加
工
製

品
の
販
売
、
加
工
原
料
果
実
の
集
荷
・
販
売

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

３
．
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
に
基
づ
く
生
産

販
売
提
案
の
取
り
組
み
強
化

　
営
業
日
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
県

本
部
内
の
情
報
共
有
を
図
り
、
効
果
的
な
営

業
推
進
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
品
目
課
や
生
産
振
興
部
・
事
業
所
等
と
連

携
し
、
実
需
者
が
求
め
る
品
目
の
作
付
け
提

案
、
新
規
産
地
の
開
拓
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

４
．
集
出
荷
・
輸
送
・
荷
卸
の
効
率
化

　
特
定
取
引
先
と
協
力
し
、
直
販
取
引
に
お

け
る
パ
レ
ッ
ト
輸
送
、
レ
ン
タ
ル
コ
ン
テ
ナ

に
よ
る
納
品
を
実
施
し
ま
し
た
。

生活課・
㈱長野エーコープサプライ

長
野
県
J
A
葬
祭
虹
の
ホ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
取
組
み

営業課

令
和
元
年
度 

生
産
販
売
部
営
業
課

事
業
計
画
の
進
捗
状
況文字広告の一例

画像広告の一例

JA虹のホールホームページのトップページ
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野
菜
花
き
課

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
と
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
花
き
専
門
委
員
会

は
１
月
30
日
㈭
と
31
日
㈮
の
２
日
間
、
伊
那
市
の
Ｊ
Ａ

南
信
会
館
で
「
第
51
回 

信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー 

ウ
ィ

ン
タ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
気
候
変
動
、
と
り
わ
け
本
年
は
暖
冬
傾
向
に

よ
り
栽
培
管
理
が
難
し
い
中
、
昨
年
の
出
品
数
を
上
回

る
３
８
１
点（
昨
年
３
６
９
点
）
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
出
品
物
で
し
た
が
、
そ
の

中
で
Ｊ
Ａ
上
伊
那
の
㈲
末
広
農
園
が
出
品
し
た
ア
ル
ス

ト
ロ
メ
リ
ア「
ピ
ン
ク
テ
ィ
ア
ラ
」
が
最
高
賞
の
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
（
写
真
＝
表
紙
右
上
）。

出
品
数
の
６
割
を
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
が
占
め
、
全
体

的
な
レ
ベ
ル
が
高
く
、
特
に
㈲
末
広
農
園
の
ア
ル
ス
ト

ロ
メ
リ
ア
は
発
色
が
良
く
、
草
姿
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
長
野
県
が
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
ア
ネ
モ

ネ
の
出
品
数
も
多
く
、
花
木
類
で
は
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
サ

ク
ラ
、
サ
ン
ゴ
ミ
ズ
キ
、
ア
カ
メ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
出
品

が
あ
り
、
県
内
に
お
い
て
多
彩
で
高
品
質
な
切
り
花
や

花
木
類
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
来
場
者
に
知
っ
て

い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
若
手
花
き
生
産
者
が
参
加
し
、
将
来
の

需
要
創
出
、
消
費
拡
大
を
狙
っ
た
“
花
育
”
も
実
施
し

ま
し
た
。
生
産
者
は
、
地
元
の
小
学
生
を
招
待
し
た
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
の
講
師
や
、
保
育
園
児

を
招
待
し
た
会
場
見
学
で
の
説
明
な
ど
を
通
し
て
、
子

供
の
頃
か
ら
花
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
取
り
組
み
ま

し
た
。
花
育
終
了
後
に
は
県
内
で
生
産
さ
れ
た
鮮
度
抜

群
の
切
り
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
が

持
ち
帰
っ
た
花
を
囲
み
な
が
ら
、
家
族
の
会
話
も
は
ず

ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
は
、「
生
産
者
の
栽
培
技
術

を
競
い
、
技
術
ン
工
場
と
本
県
花
き
産
業
の
振
興
を
図

る
」
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
夏
と
冬
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
長
野
県
産
花
き
類
の
生
産
振
興
と
生
産
技

術
の
向
上
、
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
（
会
場
写
真
＝
表
紙
左
上
）。

第
51
回 

信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

農
林
水
産
大
臣
賞
は
Ｊ
Ａ
上
伊
那
の

有
限
会
社
末
広
農
園（
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
）が
受
賞

農林水産大臣賞を受賞した
アルストロメリア「ピンクティアラ」

賞

品
目
名

品
種
名

受
賞
者

J
A
名

農
林
水
産
大
臣
賞
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
テ
ィ
ア
ラ

㈲
末
広
農
園

上
伊
那

農
林
水
産
省

生
産
局
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ゴ
ー
ル
ド

伊
藤　

哲

上
伊
那

農
林
水
産
省

関
東
農
政
局
長
賞
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ミ
ス
ト
ラ
ル

㈲
信
州
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

上
伊
那

全
国
農
業
協
同
組

合
連
合
会
長
賞

ダ
リ
ア

詩
織

大
平　

正
彦

み
な
み
信
州

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
マ
テ
ィ
ー
ニ

丸
田　

旭
雄

上
伊
那

長
野
県
知
事
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ベ
ル
ー
ガ

農
事
組
合
法
人
ら
い
ふ
上
伊
那

ア
ネ
モ
ネ

ミ
ス
ト
ラ
ル
プ
ラ
ス

伊
藤　

佐
九
次

信
州
諏
訪

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
パ
ー
ル

は
と
ざ
わ
園
芸
栁
澤
源
悟

信
州
諏
訪

レ
ン
ギ
ョ
ウ

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
レ
ン
ギ
ョ
ウ

市
川　

征
一
郎

佐
久
浅
間

日
本
花
き
卸
売
市

場
協
会
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
テ
ィ
ア
ラ

古
畑　

雅
一

上
伊
那

ダ
リ
ア

彩
雪

多
田　

頼
充

み
な
み
信
州

フ
ラ
ワ
ー
産
業

議
員
連
盟
会
長
賞
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
バ
リ

有
賀　

美
和

上
伊
那

長
野
県
農
業
協
同

組
合
中
央
会
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

宮
崎　

千
年

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
サ
プ
ラ
イ
ズ

飯
島　

守

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ホ
ワ
イ
ト
ベ
ル

唐
澤　

勲

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
マ
テ
ィ
ー
ニ

赤
羽　

今
男

上
伊
那

ア
ネ
モ
ネ

ミ
ス
ト
ラ
ル
プ
ラ
ス

平
出　

千
里

信
州
諏
訪

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

セ
イ
シ
ェ
ル

阿
部　

和
博

佐
久
浅
間

全
国
農
業
協
同
組

合
連
合
会
長
野
県

本
部
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
カ
ス
テ
ィ
オ

小
笠
原　

秀
樹

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ゴ
ー
ル
ド

西
村　

幸
恵

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ブ
ラ
イ
ズ
メ
イ
ド

篠
原　

万
郎

信
州
諏
訪

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
テ
ィ
ア
ラ

酒
井　

弘
道

上
伊
那

ア
ネ
モ
ネ

ミ
ス
ト
ラ
ル
プ
ラ
ス

上
原　

亮
一

信
州
諏
訪

ダ
リ
ア

ミ
ッ
チ
ャ
ン

玉
置　

勤

み
な
み
信
州

伊
那
市
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ミ
ス
ト
ラ
ル

小
林　

純
也

上
伊
那

ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス

ポ
ン
ポ
ン
マ
ル
ヴ
ァ

㈱
フ
ロ
ム
シ
ー
ド

上
伊
那

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

運
営
委
員
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ア
メ
ジ
ス
ト

畑　

隆
之

佐
久
浅
間

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
エ
レ
ガ
ン
ス

中
原　

睦
男

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
サ
プ
ラ
イ
ズ

矢
野　

源
彦

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ハ
ニ
ー
ソ
フ
ィ
ア

矢
崎　

深
志

信
州
諏
訪

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
マ
ッ
サ

西
尾　

裕
幸

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ベ
ル
ー
ガ

上
條　

誠
司

松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
テ
ィ
ア
ラ

塩
原　

喜
久
子

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ホ
ッ
ト
ペ
ッ
パ
ー

紫
芝　

寿
孝

上
伊
那

ア
ネ
モ
ネ

モ
ナ
リ
ザ

伊
藤　

孝
一

信
州
諏
訪

サ
ク
ラ

東
海
桜

柴
田　

正
行

佐
久
浅
間

ス
ト
ッ
ク

ア
イ
ア
ン
ホ
ワ
イ
ト

保
屋
野　

秀
樹

信
州
う
え
だ

レ
ン
ギ
ョ
ウ

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
レ
ン
ギ
ョ
ウ

須
田　

民
恵

佐
久
浅
間

キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ

ア
ス
リ
ー
ト
イ
エ
ロ
ー

高
橋　

弘

信
州
う
え
だ

ア
カ
メ
ヤ
ナ
ギ

ア
カ
メ
ヤ
ナ
ギ

小
坂　

大
介

な
が
の（
み
ゆ
き
）

第51回信州フラワーショー ウィンターセレクション入賞者� （敬称略）米
穀
課

改
革
推
進・企
画
課

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
２
月
７
日
㈮
、

Ｊ
Ａ
長
野
県
青
年
部
協
議
会（
県
青

協
）
と
の
意
見
交
換
会
を
Ｊ
Ａ
長
野

県
ビ
ル
で
開
き
ま
し
た
。
地
域
農
業

の
担
い
手
で
あ
る
県
青
協
の
役
員
や

全
農
長
野
の
役
職
員
55
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
作
物
別
の
テ
ー
マ
に
基

づ
き
、
分
科
会
方
式
で
の
意
見
交
換

と
な
り
ま
し
た
。
果
樹
の
分
科
会
で

は
「
今
後
の
ブ
ラ
ン
ド
化
お
よ
び
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
つ
い
て
」「
災

害
対
策
に
つ
い
て
」、
水
田
の
分
科

会
で
は「
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
」、

野
菜
花
き
の
分
科
会
で
は
「
消
費
宣

伝
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
」、
畜
酪
分

科
会
で
は「
家
畜
防
疫・国
際
貿
易・

生
産
環
境
に
つ
い
て
」
な
ど
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
分
科
会
毎
の
意
見
発
表
に
お
い
て

は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
た
産
地
宣
伝
が
必
要
」、「
ド

ロ
ー
ン
な
ど
の
最
先
端
技
術
の
実
演

会
を
実
施
」、「
災
害
に
お
け
る
苗
木

や
資
材
支
援
を
要
請
」「
国
政
へ
の

要
請
活
動
」
な
ど
、
青
年
部
と
全
農

長
野
が
互
い
の
立
場
を
理
解
し
、
建

設
的
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
全
農
長
野
の
岩
崎
直
樹

生
産
販
売
部
長
な
ら
び
に
平
林
務
畜

産
酪
農
部
長
よ
り
意
見
発
表
の
講
評

と
日
頃
の
生
産
努
力
に
対
し
て
感
謝

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
今
後
一
層
の

連
携
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

一
方
、
県
青
協
の
柿
嶌
洋
一
会
長
か

ら
は
「
今
年
度
は
２
回
の
意
見
交
換

会
を
実
施
し
た
。
回
を
重
ね
る
毎
に

情
報
共
有
が
深
ま
っ
て
い
る
。
我
々

は
協
同
組
合
と
し
て
力
を
合
わ
せ
て

伝
え
る
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
と
伝

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
力
強
い

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

分
科
会
で
活
発
な
意
見
交
換

～
Ｊ
Ａ
長
野
県
青
年
部
協
議
会
と
意
見
交
換
会
～

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
米
穀
課
は
、
新
米
が
出
回
る
昨
年
10
月
か
ら
12
月

に
「
長
野
県
産
新
米
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
、

全
国
か
ら
１
１
，９
８
４
通
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た（
前
回
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
１
１
，
１
３
０
通
）。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
新
米
の
袋
に
貼
っ
て
あ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

シ
ー
ル
の
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
を
２
つ
セ
ッ
ト
で
応
募
す
る
と
、
抽

選
で
３
０
０
名
様
に
１
０
，
０
０
０
円
分
の
お
米
券
、
外
れ
た
方
の

中
か
ら
１
０
０
名
様
に
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
で
レ
ン
ジ
で
も
コ
ン
ロ
で

も
使
え
る
１
合
炊
き
鍋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
専
用
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
で
は
「
長
野
米
が
お
い
し
い
ヒ

ミ
ツ
」
や
学
生
・
お
子
さ
ん
と
い
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と
に
レ
シ
ピ

を
紹
介
し
、
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　
抽
選
は
２
月
13
日
㈭
の
食
糧

専
門
委
員
会
で
行
い
、
当
選
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　
米
穀
課
で
は
、
長
野
米
の
よ

り
一
層
の
消
費
拡
大
を
す
す
め

る
た
め
、
有
効
な
企
画
を
今
後

も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

長
野
県
産
新
米
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

全
国
か
ら
1
1
，9
8
4
通
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た

開会のあいさつをする柿嶌会長情勢報告をする嶌田副本部長活発な意見交換をした分科会

表
紙
右
下
の
写
真
／
分
科
会
後
の
全
体
意
見
交
換 
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こ
の
冬
は
異
常
気
象
の
影
響
な
の
か

１
月
は
平
均
気
温
が
３
度
も
高
く
、
雪

も
あ
ま
り
降
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
生

活
す
る
の
に
は
寒
く
な
い
し
、
雪
か
き

も
少
な
く
楽
で
す
が
、
報
道
等
で
は
春

か
ら
の
水
不
足
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い

ま
す
。
農
産
物
に
与
え
る
影
響
が
心
配

で
す
。

　

帰
宅
時
、
星
を
眺
め
る
と
、
や
っ
ぱ

り
冬
の
夜
空
は
空
気
が
澄
ん
で
お
り
星

が
よ
く
見
え
ま
す
。
前
か
ら
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
オ
リ
オ
ン
座
の
三
つ
星

左
上
の
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
赤

く
輝
く
星
が
ど
う
も
明
る
さ
が
急
速
に

暗
く
な
り
過
去
50
年
間
で
最
も
暗
く

な
っ
て
い
る
ら
し
い
で
す
。
昨
年
12
月

頃
か
ら
通
常
の
範
囲
を
超
え
た
暗
さ
に

な
っ
て
お
り
、
超
新
星
爆
発
前
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ベ
テ
ル

ギ
ウ
ス
は
太
陽
の
１
０
０
０
倍
の
直
径

を
持
つ
一
等
星
で
、
爆
発
す
れ
ば
月
の

１
０
０
倍
ほ
ど
の
明
る
さ
と
な
る
そ
う

で
す
。
地
球
と
の
距
離
は
６
４
０
光
年
、

今
爆
発
の
光
が
観
測
さ
れ
て
も
室
町
時

代
に
消
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
ん

と
も
感
慨
深
い
、
宇
宙
ス
ケ
ー
ル
と
比

較
す
る
と
人
生
ほ
ん
の
僅
か
な
時
間
を

再
認
識
す
る
次
第
で
す
。
夜
空
を
眺
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

（
Ｙ
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

野菜種苗センター 154 87 90 

生 産 振 興 部 計 154 87 90 

米 穀 15,726 100 103 

果 実 34,508 99 98 

野 菜 花 き 58,180 89 88 

き の こ 16,204 89 99 

営 業 12,000 83 95 

生 産 販 売 部 計 136,619 92 94 

包 装 資 材 7,416 95 101 

生 産 資 材 9,786 103 97 

農 業 機 械 5,633 93 91 

施 設 住 宅 5,566 130 156 

生 産 購 買 部 計 28,401 103 104 

畜 産 11,004 102 95 

三 岳 牧 場 279 110 102 

SPF 繁殖センター 251 100 96 

酪 農 15,190 98 98 

八 ヶ 岳 牧 場 206 95 103 

畜 産 酪 農 部 計 26,931 100 97 

燃料・ホームエネルギー 20,911 96 93 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 9,160 97 94 

生 活 9,882 99 99 

生 活 部 計 39,952 97 95 

長 野 県 本 部 計 232,057 95 95 

令和元年度1月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

（内部販売高含む）

3月の動き▶

3月1日（日）
松本山雅FCホームゲームイベント

（きのこPR、ベンチコート贈呈）
サンプロ�アルウィン（松本市）

総務広報課

3月1日（日）
令和元年度　第14回長野米カップ
長野県小学生バレーボール大会
ことぶきアリーナ千曲　など

米穀課

3月18日（水）・
23日（月）

子会社臨時株主総会・取締役会
JA長野県ビル、JA中信会館

改革推進
・企画課

3月26日（木） 会員会議
JA長野県ビル 総務広報課

3月31日（火） 定年退職者辞令交付式
JA長野県ビル 人事課

4月1日（水） 新採用職員入会式
JA長野県ビル 人事課

　ＪＡ長野県ビル１３階にある「食堂しなの木」が、ＨＡＣＣＰ（ハサップ）の
手法に沿った衛生管理実施店であると判定を受けました。２０１８年６月
１３日に「食品衛生法等の一部を改正する法律が公布され、原則として
すべての食品等事業者はＨＡＣＣＰの手法に沿った衛生管理の制度を義
務付けられました。しなの木では、２０２０年６月１日の改正法施行、２０２１
年６月１日の義務化に先んじての対応となります。
　ＨＡＣＣＰとは、食品関連事業者自らが食中毒原因菌による汚染や異
物混入等の危害要因を把握し、原材料の受け入れから製品の出荷に至
る全工程の中で、危害要因の除去や低減をするため、特に重要な工程
を重点的に管理し、製品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法
です。ＨＡＣＣＰは加工食品のみに対応したものではなく、食品関連事業
者は、自分たちが提供するものを、消費者が安心して食べることができ

るよう高い意識で衛生管理に取り組むことが求められていることから、
飲食店などでも運用は可能であるとともに、今後はＨＡＣＣＰ対応せざる
を得ない状況です。
　改正食品衛生法により、「食堂しなの木」の運営・設備に関して整備が
必要になるため、対応について研修会への参加、保健所の指導、食品等
事業者団体（公益社団法人日本食品衛生協会）への加盟・事業参加等の
対応を進め、この度、（公社）日本食品衛生協会の衛生対策の事業である
「食の安全・安心・五つ星事業」へ参加・判定を受けました。
　ＪＡ全農長野は「食堂しなの木」に、季節に応じた野菜や果物の提供し、
キャンペーンのタイアップレシピをメニューに提案するなど、利用者の
皆さんに旬の味をＰＲしています。

ＪＡ長野県ビルからのお知らせ

ＪＡ長野県ビル「食堂しなの木」が食の安心・安全五つ星店に！

3月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

3月25日（水）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

野菜花き課

毎週火曜日
16：10

SBC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内
「ミルクマガジン」

信州の牛乳・乳製
品に関する様々な
情報をお届け。リ
スナープレゼント
もあります。

畜
産
課

���　
Ｊ
Ａ
長
野
県
・
信
州
肉
牛
生
産
販
売
協
議
会
と
Ｊ
Ａ
全

農
長
野
は
１
月
28
日
㈫
と
29
日
㈬
の
２
日
間
、
千
曲
市
の

上
山
田
温
泉
で
「
第
45
回
肉
牛
を
育
て
る
女
性
の
集
い
」

を
開
き
、
肉
牛
の
肥
育
や
繁
殖
を
手
掛
け
る
50
名
の
女
性

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
集
い
は
、
日
頃
、
飼
養
管
理
等

で
ゆ
っ
く
り
と
出
か
け
ら
れ
な
い
皆
さ
ん
が
１
年
に
一
度

集
ま
り
、
研
修
や
情
報
交
換
を
通
じ
て
連
帯
感
を
高
め
る

と
同
時
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
事
例
発
表
と
し
て
、
上
伊
那
農
業
高
校
の
畜
産

班
の
生
徒
が
、
鹿
肉
を
使
っ
た
地
域
の
新
し
い
特
産
品
作

り
に
よ
る
移
住
定
住
の
き
っ
か
け
作
り
の
活
動
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。
同
校
は
、
校
舎
の
一
部
を
改
修
し
、
食

肉
製
品
製
造
所
の
許
可
を
得
て
、
個
体
差
の
ば
ら
つ
き
が

大
き
い
野
生
鹿
肉
を
、
解
体
か
ら
仕
上
げ
ま
で
生
徒
が
行

い
、
安
心
し
て
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
半
乾
燥
の
製
品
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
牛
肉
で
も
同
様

に
取
り
組
み
、
都
内
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
販
売
し
な
が
ら
商

品
性
を
向
上
さ
せ
、「
都
会
か
ら
人
を
呼
び
込
む
に
は
ま

ず
地
域
の
中
が
よ
り
強
く
楽
し
く
つ
な
が
る
必
要
が
あ

る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。（
写
真
＝
表
紙
左
下
）

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
高
校
生
と
の
交
流
の
時
間
も
あ

り
、「
今
の
高
校
は
面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
」「
女
子

生
徒
が
頑
張
っ
て
い
て
頼
も
し
い
」
と
相
好
を
崩
し
ま
し

た
。

　
講
演
会
に
は
フ
リ
ー
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
坂
橋
克
明

さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
笑
っ
て
ず
く
だ
せ
、
元
気
だ
せ
」

と
題
し
、“
前
向
き
な
こ
と
ば
を
使
う
大
切
さ
”
を
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
坂
橋
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ

ル
ー
プ
が
提
供
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

で
も
あ
り
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
は
お
な
じ
み
の
“
声
”

で
す
。
29
年
間
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
番
組
を
続
け
て
い
る
坂
橋

さ
ん
の
番
組
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
長
野
県
人
の
“
あ
る
あ
る
”

を
交
え
た
お
話
で
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
畜
産
酪
農
部
の
平
林
務
部
長
は
「
皆
さ
ん
の
日
頃
の
努

力
の
お
か
げ
で
信
州
産
肉
牛
は
、県
内
は
も
と
よ
り
京
都・

大
阪
で
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
事
務
局
で
は

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
毎
年
企
画
を
工

夫
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
英
気
を
養
い
、
明
日
へ
の
活

力
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
45
回
肉
牛
を
育
て
る
女
性
の
集
い

～
フ
リ
ー
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー＂
坂
ち
ゃ
ん
＂の
講
演
会
も
～

坂橋さんの講演

高校生も参加した分科会

県内初！
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JA 全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JA タウン」 https://www.ja-town.com
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